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説明活動におiする事前フうンニング過題的換
辻

{小樽高科大学教荷開発センター)

ロ蹟による説暁を行う際の借報処理について、

(2008)は、説明場面における構報処盟モデルの提案

を持っている。説明場語における慢報処理モヂ/レは、

に対話場面を想定してし 1る。説明者は、開き

状況〈呂的やスキル、霊かれた状態など}を把握し、

れに合わせた説明活動を行うとされてしも。

しかし、現実的な説明場面を考慮したとき、説明者

が聞き手の状説を十分に把握してし1るとは限らtj:It'o
隈定的な靖報に基づき、説明を行う場面も考えられる。

本講究では、説明者による事誌のブoランニング過礎

自し、その探紫的検討さ?実施する。

ここで、説明技能を議定する要屈として、メタ都知能

力に注思する。税明活動に関するメタ認、知能力として、

(2003)は、文章産出に関する尺度を提案した。

Iでは、埼演による尺度に基づき、口臆説明

関するメタ誌、知尺度の作成を試みる。研究豆でi土、説

瞬課題の質と、メタ認知能力の高抵関iこおける、プラ

ンニングの違いの検討を行う。

{ 在野究 1 ] 

詩的:説明技能を規定する繋国として、メタ器、知能力

の関連が予想される。ここで¥崎境(2003)による文章

出に関するメタ認知尺度に基づき、口頼説明場面

におけるメタ認知尺度の検討を行う。

方法:文芸表産出メタ認知尺度CiI奇襲， 2003) 

口頭説明に撰するメタ認知尺度の作成を行った。調

査は2009年2月に実議した。学部生を対象とした200

名程度の授業の受講者を対象とし、調還ま票の配布・

間取を行った。その結果、 110件の自答が得られた。

結果と者繋:得られたデ…タについて、探紫的

分析{主昌子法、ブロロマックス解)を実施した。その結

果、 3関子が抽出された。それぞれ、引:伝わりゃすさ

悶子(5項自 ;α ロ.738)、F2:説明の枠組み露子(4項

議;α=.693)、内:説明の簡潔さ国子(4項目 ，a

=.554)と命名した。全体的に、実用に耐えうる尺

あることが確認された。

{研究豆〕

眼的:日常場面では、多撲な内容の説明が仔われて

いる。ここでは、説明諜潤として宣言言的知識(性格心

と手続き的知識〈エクセル操作)を設窓した。 ト

れらの課題関における説明プランニングの違いに注

目するαまた、研究 Iで検討を狩った説明メタ認知能

カの高抵に控Eし、説明プランニングの違いについ

て換討を実施する。

方法:実験は 2009年 2月に実経した。被験者は大

15名で、あった。被験者には、説暁内容に関する

テキストを読解させ、その説明プランを爵紙に記入さ

せた。そのi紫、説明プランを対象に見せるので、辻なく、

自分告身が説明するための資料として作成させた。

結果と者察:説暁プランにおける「茜条書 rイラスト
化JIグ、/1〆…フD化j表記のき伝記頻度に注詩し、

度の差の検定を行った。その結果、両課題ιおし
主議集が確認、された(〆.05)。宜言的知識課題で、は、

説明メタ認全日高群のグループ{との生記頻度が高く

(図 l)(pく.05)、手続き的知識課題では、説明メタ認、
知高群において、額条書舎の生越頻震が闘いことが

示された

研究卜豆

贈の賞

2) (pく.05)。

{結論〕

して、説明プランニングl士、説境課

・手続き的知織)と、説明メタ都知

、これらの影響会受けることがポされた。

100% 

警告%

80% 

ア0%

蕗号事る

5昔話

4~% 

30々も

ZD-% 

lD~ 

ミ3V
" 

苦言条委2雪 イラスト -7)レ』ブ

諮1宣言設的知識説明謹題における表記の生鵡頼度

1ヨ3%

きさき毛

SD% 

吋州内

fUτs 

事oきも
50守4

40% 

3号±る

2君主主

1D% 

刃

E謀議長舎~ イラスト うす‘ル〕ブ

罷2 手続き的知識説明課題における表詑の生記繍鹿

680 


